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1)

降る雪や明治は遠 くな りにけ り

明治45年(1912年)、7月30日 、明治天皇が崩御 された。 この聖天子 の業績 を後世に伝

えるため に、大正15年(1926年)、10月 、明治神宮外苑 に聖徳記念絵画館 が開設 され た。

館内 には、 当時の一流 の画家 たちによって描 かれた明治天皇 と昭憲皇太后 の御事績が、

壁画 に表現 され、展示 されている。 この歴史画 を観 る者 は、誰で も、聖天子 と当時の国民
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とが尊敬 され、且つ、敬慕 した、真摯な熱い心情が時を越 えて伝 わるのを禁 じえない。 こ

ういった、聖徳記念絵画館が、一体 どの様な経緯で生成 されてい ったのか、そ して、現代

に何 を問いかける ものか、 とい う問題 を本論考 で明 らかにしようと思 う。

1.明 治神宮生成の由来

明治45年(1912年)、7月30日 、明治天皇が崩御 された。天皇 を追慕 し、東京 に御陵が

造営 され るよう国に請願する有志 がいた。その有志 とは、渋沢栄一(1840～1931、 子爵)、

阪谷芳郎(東 京市長、男爵)、 中野武営(東 京商業会議所会頭)を 代表者 とする人々であっ

た。 しか し、政府な らびに宮 内省 は、下記の理由で、東京 には御 陵墓 はつ くらない方針 を

打 ち出 していた。

東京市民 ノ情意ヲ諒 トセラレ深 ク御 同情 アリタレドモ如何セ ン御陵墓 ノ場所ハ天皇御在世

中號二御内定アリ伏見桃 山ヲ宮内省二於テハ神地 トシテ御取 リ置アリタル趣キヲ承 リ又 天

皇ニハ桓武天皇以來多年ノ帝都 タリシ京都 ヲ後ニシテ時勢 ノ攣化止ムヲ得ズ トハ申シナガラ

東京二遷都アラセラレタルコ トニ付京都地方ノ土地人民二封 シテ深 ク懐奮ノ念 ヲ有セサセラ
　ラ

レ死後ハ薔都附近二埋骨アラセラレ度深キ思召モアリタルニアラザルカト拝察シ奉ル(中 略)

有志たちは委員会 をつ くり、種 々に検討 を重 ね、御 陵墓に代 るべ き何か精神的な或 るも

の、即ち、神宮 を東京に造営 しようではないか との結論 に達 したのであった。そ して、大

正2年(1913年)、12月20日 、勅令308号 に よ り神社奉祀調査 会 を設置 し、 これ に伴 な う

種 々の問題点 を吟味 し、解決 してい くことにした。そ して、代々木の場所に神宮 を建て る

事が決定 されたのである。それは次の理由か らであった。

此 ノ代々木ノ土地ハ穏田ノ御料地 ト申シ慶長ノ昔加藤清正 ノ下屋敷ニシテ其ノー隅二清正

ガ茶 ノ湯二用 ヒタリ ト稻スル古井戸アリ今モ清水渡々湧出致 シテ居 リマス、亦 天皇ニハ皇

后 ノ宮(昭 憲皇太后)ノ 髄質御弱カリシコトヲ常二御懸念 アラセラレ此ノ土地二朴素ナル庭

園ヲ作ラセラレ皇后ノ宮二御遊歩ヲ御勧 メアリシ所デアツテ其ノ庭園ノ設計ニハ 天皇 自ラ

鉛筆 ヲ取ラセラレ圖ヲ御引相成 リ種々侍從へ御下命アリシ ト承ル所謂石無シノ庭園ニテー切

石 ヲ用ヒス池ニハ菖蒲 ヲ幾百種植ヘサセラル(中 略)土 地ノ廣サバ約二十二萬坪ニシテ森林
ヨラ

モア リ此 ノ所 二御本殿 ヲ作 リ奉祀 スル コ トニ定マ ツタノデア リマス。

また、更に、大正5年(1916年)、6月 、神社奉祀調査会は以下 の事 を決定 した。
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4)

杜格ハ官幣大杜、杜號ハ明治神宮 ト申スコ トニ決定

現在 の明治神宮 は、か くして生成 され、発展 してい くのである。

皿.聖 徳 記 念 絵 画 館 の壁 画 の 画 題 選 定 と建 築 との 関係

聖徳記念絵画館 は、明治天皇 と昭憲皇太后の御在世中の御偉績 を絵画(壁 画)に 表現 し、

社会の人々にその聖徳 を伝 える目的で建設 された。そのため、その歴史的業績の どの場面

を壁画 に描 けばよいのか、 当初か ら、画題 の場面選定 に関係者 は苦慮せ ざるを得 なかった。

これ まで、明治神宮 を代 々木 の地 に建設 し、 国営 とな した有志 たちは、 更に、大正4年

(1915年)、12月15日 、明治神宮奉 賛会 を成立 させた。大正6年(1917年)、5月 、明治神

宮奉賛会の働 きで、画題選定 に関する委員及特別顧 問規定 を設 けた。 この規定は下記の と

お りで、委員諸氏 を顧 問ならびに絵画委員 に依属 し、画題の選定 にあた らせたのである。

らラ

委員及特別顧問規定

一、會務中特別審査ノ必要アリト認ムル事項ハ委員ヲ置キ其審査二任ゼシム

ニ、委員會ノ議長ハ出席委員ノ推薦二依 リ委員又ハ特別顧問中ノー人之二當ル

三、理事ハ何時タリトモ委員會二出席シ意見ヲ陳述スルコトヲ得

但シ表決ノ敷二與ラズ

四、特別ノ會務二付會長ノ諮詞二鷹ゼシムル爲メ特別顧問ヲ置クコトヲ得

五、委員及特別顧問ハ會長ノ推薦二依リ総裁之 ヲ囑託ス

委員氏名(大 正六年五月二十五日御裁可)

檜豊館顧問

同 委員

子欝(後 伯爵)

子爵

文學博士

侯爵

文學博士

(後文學博士)

金子堅太郎

藤波言忠

三上参次

赤司鷹一・郎

徳川頼倫

正木直彦

萩野由之

小牧昌業

池邊義象

中原邦平
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その後、大正6年(1917年)、7月20日 、維新史料編修事務局 で、第1回 委員会 を開いた。

以後、 この種の会議でや りとりされた経緯 は次の とお りであった。

檜豊館顧問子爵金子堅太郎及糟豊館委員子爵藤波言忠以下全委員の外、徳川明治碑宮奉賛會 々

長、阪谷同會理事長出席せ り。嚢に書題の選定を維新史料編纂會拉に臨時帝室編修局に依囑の

際は 明治天皇の御事蹟のみに限定したりしが、銑に 昭憲皇太后を合祀する今 日に於ては、併

せて其の御事蹟をも加ふべ しとの阪谷理事長の意見に基 き、之を採揮することに決 し、金子顧

問は議長となり、維新史料編纂會提出の書題を原案として逐次審議に入 り、爾來會合 を重ぬる

こと十藪同、稿 を重ぬること二同に及べ り。其の主なるものは 昭憲皇太后の御事蹟追加 と勧

業事業の増補 とにあり。内Lと 目すべき戦事書は成るべ く之を避けた りしが、鳥羽伏見の戦、西

南の役及熊本籠城の如きは、討論の結果、國蓮の獲展に大関係あるを以て之を採用することに

意見の一致を見、描爲方法の如きも濁 り正面のみに限らず、側面をも併用する事、及書題選定

の
方針の大要 を定めた り。斯 くして大正七年一月、「御参 内始」乃至 「大葬」八十五題 を得 た り。

そ して、その後、絵画委員長正木直彦の紹介で、洋画家五姓 田芳柳(1827～1892)に 画

題の考謹図の製作 を委員会 は依頼 したのである。そ して、出来上 って きた考aQ図 を元 に委

員会は、更 に検 討 を重ね、大正7年(1918年)、9月21日 、下記の文書 を第12回 委員会 に

提 出 したのであ る。 これは、重要 な大方針の決定事項 であった。五姓 田芳柳の努力の跡が

しのばれる。 また、画題 を決定 したその当時の委員たちの国家事 業に対する真摯な情熱が

伝 わって くる。

自口ち第一 に書題の増加せ ること之れなり。其の初 に於て五十題 と定めたるは、糟書館の内容

上、適當と信 じたりしが、維新史料案に依れば七十九題とな り、實に委員會にては八十五題の

多きを算 したれば、館の内容との調和 を計 り、書面を大小二種に分ち、大垂を十二尺幅として

三十五枚、小書を六尺幅として五十枚、其の大小は事件の輕重に依ること・せ り。第二は書題

の説明なり。給書委員池邊義象專 ら之 を憺任 して、各壷題毎に其の史實を學げ、書面に現は

るa人 物の年齢装等を附記すること・す。第三は書題につ きそれぞれ考謹図を作製すること・

し、藤波委員先達 して五姓田芳柳實地に就いて之が描,;,.一撮影すること・せ り。之が爲めには小

委員會を組織 し、猫一層審査研究を重ねることaせ り。此小委員会は之を臨時帝室編修局内に

置 き、書題の説明に詳略二種を作ることに決し、二年鯨の星霜と前後六十五同の小委員會々議

を経て、大正十年一月二十八 日、八十題を選出して其略解及考謹圖と共に之を委員総會に委任

し、小委員會は修補を加へて、同年八月給書館委員會議員子爵金子堅太郎は絶豊館委員會報告

書を徳川會長に提出せ り。斯 くて翌十一年六月十 日、徳川會長は之を総裁殿下に上申し、七月

十五 日、其の御裁可を得たり。
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拝啓陳者明治神宮外苑内二於ケル聖徳記念絵画館 ノ建築 ト相鷹ジ館内二掲グベキ作書事業ノ

第一歩 トシテ本ee館 委員二於テハ壁書々題二付藪年二渉リ愼重審査 ヲ途ゲ今般漸ク撰定

ヲ了 リ候就而別紙寓ノ通リ総裁宮殿下二上申御裁可ヲ仰ギ度存候問御熟閲ノ上賢慮御開示被

下度書題拉二解説考言登圖ヲ附シ此段得貴意候 敬具

大正十一年五月十五日

明治示申宮奉賛會々長公爵
7)

徳 川 家 達

これ らの経緯 によ り、現在、聖徳記念絵画館 で展示 されている壁画の画題(作 品名)は 、

次の様 に決定 したのである。

(番 号)

1

2

3

4

5

6

7

S

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

(画 題)

御降誕

御深會木

立親王宣下

践酢

大政奉還

大政復古

伏見鳥羽戦

御元服

二條城太政官代行幸

大総督熾仁親王京都進登

各國公使召見

五箇條御誓文

江戸開城談判

大阪行幸諸藩軍艦

自口位禮

農民収穫御覧

東京御著螢

皇后冊立

棉宮親謁

慶藩置縣

岩倉大使欧米派遣

大嘗祭

(場 所)

京都中山邸内御産所

御三間(オ ミマ)

陣屋

清涼殿小御所

二條城黒書院

小御所

鳥羽伏見街道

紫農殿

二條城東門前

建禮門前

紫衰殿

紫震殿

芝田町薩摩邸

天保山沖

紫農殿

尾張熱田八丁畷

玄暉門内

内宮

皇城大廣間

横濱港

吹上御苑

(年月日)

嘉永五年九月

萬延元年閏三月

同 元年九月

慶鷹三年一月

同 三年十月

同 三年十二月

明治元年一月

同 元年一月

同 元年二月

同 元年二月

同 元年二月

同 元年三月

同 元年三月

同 元年三月

同 元年八月

同 元年九月

同 元年九月

同 元年十二月

同 二年三月

同 四年七月

同 四年十一月

同 四年十一月
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23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

4Y

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56
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中國西國巡幸長崎御入港

中國西國巡幸鹿児島著御

京濱鐵道開業式行幸

琉球藩設置

習志野之原演習行幸

富岡製綜場行啓

御練兵

侍講進講

徳川邸行幸

皇后宮田植御覧

地方官會議臨御

女子師範學校行啓

奥羽巡幸馬匹御覧

畝傍陵親謁

西南役熊本籠城

内國勧業博覧會行幸啓

能樂御覧

初雁ノ御歌

グラント將軍ト御封話

北海道巡幸屯田兵御覧

山形秋田巡幸鑛山御覧

党換制度御治定

軍人勅論下賜

條約改正會議

岩倉邸行幸

華族女學校行啓

東京慈恵讐院行啓

櫃密院憲法會議

憲法襲布式

憲法獲布観兵式行幸啓

歌御會始

陸海軍大演習御統監

教育勅語下賜

帝國議會開院式臨御

長崎港

鹿兇島島津邸

新橋騨

那覇蹄著

富岡

赤坂御苑内

赤坂假皇居御座所

東京府小梅村

赤坂御苑

淺草本願寺書院

御茶ノ水

盛岡八幡社内

畝傍

熊本

東京

青山御所内

赤坂御所内

濱離宮中島御茶屋

石狩國山鼻村

秋田縣院内

赤坂假皇居御座所

赤坂假皇居内太政官

外務省

馬場先門内

四谷尾張町

芝公園

赤坂假皇居會食所

正殿

櫻田門前

鳳風ノ問

尾張國

表御座所

貴族院
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同 五年六月

同 五年六月

同 五年九月

同 六年六月

同 六年四月

同 六年六月

同 七年

同 八年

同 八年四月

同 八年六月

同 八年六月

同 八年十一月

同 九年七月

同 十年二月

同 十年二月～四月

同 十年八月

同 十一年七月

同 十一年九月

同 十二年八月

同 十四年九月

同 十四年九月

同 十四年十月

同 十五年一月

同 十五年四月

同 十六年七月

同 十八年十一月

同 二十年五月

同二十一年六月～十二月

同 二十二年二月

同 二十二年二月

同 二十三年一一月

同 二十三年一月

同 二十三年十月

同 二十三年十一月
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57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

大婚二十五年祝典

日清役平壌戦

日清役黄海々戦

廣島大本螢軍務親裁

廣島豫備病院行啓

下關購和談判

{鎭 定

靖國7申杜行幸

振天府

日英同盟

赤十字杜総會行啓

封露宣戦御前會議

日露役旅順開城

日露役奉天戦

日露役 日本海々戦

ポーツマス購和談判

凱旋観艦式

凱旋観兵式

樺太國境劃定

観菊會

日韓合邦

東京帝國大學行幸

不豫

大葬

正殿

平壌

黄海

廣島縣

廣島縣

春帆棲

毫北

九段

東京宮城内

貴族院

東京上野

表御座所

旅順

奉天

日本海

ポーツマス海軍工廠

横浜沖

青山練兵場

樺太

赤坂離宮内

朝鮮南大門

東京市

二重橋前

桃山

同 二十七年三月

同 二十七年九月

同 二十七年九月

同 二十七年九月～同二十八年

同 二十八年三月

同 二十八年三月～四月

同 二十八年八月

同 二十八年十二月

同 三十年三月

同 三十五年二月

同 三十五年十月

同 三十七年二月

同 三十八年一月

同 三十八年三月

同 三十八年五月

同 三十八年八月～九月

同 三十八年十月

同 三十九年四月

同 三十九年六月～同四十年十月

同 四十二年十一月

同 四十三年八月

同 四十五年七月

同 四十五年七月

大正元年九月

一方、聖徳記念絵画館 の造営局審議会 は、本館の絵画展示室 の壁面 の大 きさ(容 積)を

下記の様に定め、建物の設計 も之 によって決定す ることに した。そ して、設計 は、一般 の

懸賞図案募集の中か ら優秀 な作 品をと りあげる事 とした。

壼題 は漸次増加 し、其初め に於ては大書小書 とpq別 せ られたるが、全部均等 なる大い さとな り、

高 さ九尺 、幅は第一及第三書室 にあ りては、 三十六枚 を八尺三寸八分 とし、爾端壁 に掲 ぐる も

の八枚 を七尺 とし、 第二拉 に第四書室 にあ りては、八尺の もの二十四枚 及七尺七寸の もの十二
9}

枚 とせ り。本館の設計 も之によ りて決定するこ と ・也 り。
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大正七年(1918年)、6月 に定めた募集規定 は、次の とお りであ った。 この懸賞図案募

集 に応募 した中に、小林正紹、渡辺仁(工 学十)、 長谷部鋭 吉(工 学士)な どの建築界の

俊英がいた。 当時、小林 は29歳 で無名の新人であったが、居 な らぶ俊才 を抑 え、堂々一等
10)こ ばやしまさあき

賞を獲得 したのである。当時の読売新聞は、 「意外 の光榮=一 等當選者=小 林正紹氏談」

として記事 を載せ ている。 この時、小林 は新 聞に次のコメン トを語っている。

あの様 な圖案が よもや當選 しやうとは思つて居 ませ んで した、あれは目下勤務 中の臨時

議院建築局 に通ふ傍 ら七月二十 日か ら着手 して慮募締切 の九月十六 日に仕上 げた もので、

大体 は内務省か ら螢表 された案 に基 いて羅馬 ゴシック、サラセ ン等 の様式 を蓼 酌 したが、

在來の様式 に因 らずに殆 ど猫創的にやつたのです。尤 も外観 に重 きを置 き内部の構造は

成 るべ く簡qに し猫檜豊館 は全体 を輩層 とし其の階下に事務室、檜書修理室、拝観人休
ユユラ

憩室を設け殊に採光に注意を梯ひ、葬場殿趾の方は上部を塔 にしましたのです

謙虚な中にも、建築 に対する熱意 と才能を感 じさせ る内容 になっている。小林 は、明治

42年 の工手学校卒業生 で、在学 中か ら議院建築技 師大熊喜邦(1877～1952)に 学 び、卒業

後、同局技手 となった。以前、大正博覧会 に図案 を出して銅牌 を受けた り、東京府工芸品

展覧会 で褒状 を受けたこともあ り、栴檀は双葉 よ り芳 しの資質の タイプの人か と思 われる。

小林正紹が建築史上、名を残す ことになる懸賞図案募集の規 定は どのような ものであっ

たのか。下記に しる してみる。

エ　　

聖徳記念給壼館及葬場殿趾記念建造物設計圖案募集規定

一、明治示申宮外苑内二建設スヘキ聖徳記念檜書館及葬場殿趾記念建造物ノ設計圖案バー般競

技二依 リ之ヲ募集ス

二、鷹募者ハ本規定itl1L二磨募心得二從 ヒテ設計圖案ヲ作製シ大正七年九月十六 日正午マテニ

明治神宮造螢局二到達スル様之ヲ途附スヘシ

三、設計ノ要件左 ノ如 シ

い、葬場殿趾 記念建造物ハ殿趾 ヲ明示ス ルニ足 ルヘ キモ ノタル コ ト

ろ、聖徳記念給豊館ノ位置ハ葬場殿趾ノ前方二定ムルコ ト
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は、爾建造物ハ連績スルモ分離スルモ可ナルコ ト

に、聖徳記念給書館ハ軍眉 トシ下二地階ヲ設クルコ ト

ほ、給書室ヲ内法約四百坪 トシ絡書ヲ掲クヘキ壁面ノ延長ヲ約七百五十尺 ト爲スコ ト

へ、爾建造物ハ耐震耐火的 トシ其様式ハ健全ナル現代藝術 ノ精華ヲ獲揮スルモノタルヘキ

コト

と、葬場殿趾記念建造物ノ工費ヲ約武拾萬圓聖徳記念糟豊館ノ工費ヲ約壼百武拾萬圓 ト豫

定スルモ爾建造物ノ工費総額壼百四拾萬圓ノ範園内二於テ相互二融通スルヲ得ルコ ト

四、提出スヘキ設計圖案左 ノ如シ

い、敷地配置圖 一 縮尺六百分一

ろ、平面圖 各階 縮尺二百分一

は、立面圖 三 縮尺二百分一

に、f面 圖 二 縮尺二百分一

ほ、主要部詳細圖 一 縮尺二十分一一

へ、透覗圖 一

と、説明書

(五、～十三、は中略)

十四、審査員左ノ如シ

工學博士 古市公威

東京美術學校長 正木直彦

明治神宮造螢局参與工學博士 塚本 靖

明治碑宮造螢局参與工學博士 伊東忠太

明治肺宮造螢局参事 荻野仲三郎

明治帥宮造螢局参事工學博士 佐野利器

当時の最高の建築家や美術知識家のグループによって審査 された事が理解 で きる。正木

直彦や伊東忠太お よび、佐野利器 の名が見える。 その結果 、応募図案は156あ ったが堂々
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一等に選 ばれたの は、東京在住の小林 正紹であった。二等は、有名 な渡辺仁 であった。 当
ユヨラ

時の新 聞には、下記の様 に記 されている。

壼等當選(賞 金五千圓)

府下豊多摩郡千駄ヶ谷町字原宿

小林正紹

武等當選一席(賞 金三千圓)

本郷囁駒込林町

渡邊 仁

また、小林正紹 の図案 は、意匠斬新 で優秀であ ったが、その まま実 施 にうつす事 には

少 々無理 な ところ もあ り、工夫 を要す ると考え られたので、その図案 を元 に造営局建築係

で、更に研究 し、成案 される事 になった。その結果、設計 され建築 されたのが、現在聖徳

記念絵 画館である。

聖徳記念絶書館定礎式 秋陽麗かなる十月十五日午前明治絆宮外苑東隅葬場殿趾南側に於て明

治天皇の御聖徳を記念すべ き聖徳記念檜書館の定礎式をいと嚴粛に執行 された(中 略)礎 石の

下に埋没すべ き 「明治天皇、昭憲皇太后の聖徳を永遠に記念せんがため明治神宮奉賛會の委囑

に依 り之れを建築す』の明治T申宮造螢局の記念板 と 『奉献明治神宮外苑聖徳記念檜豊館』定礎

の記念板(中 略)を 銘記 したる銅版に金鍍金したる厚 さ一分五厘、幅四寸、長さ五寸の爾記念

板を夫々床次造螢局副総裁阪谷奉賛會副會長に手渡しをすれば、更に小林技 師は之を受取って

埋納礎石を据えて床次副総裁は更に白木の小槌を以て礎石の上を三度渾身の力を注いで叩けば
ユの

丁々の音も高らかに四邊に響 き7申嚴の氣充満の裡に定礎行事全 く終った

小林正紹の雄姿が上述の文章から垣間見られる。

(イ)小 林正紹について

ユ　　

小林正紹の人 と業績 については、すでに類洲 環氏 の詳細な論考があ る。

本論は、その論考 を参考 に論述す るものである。

小林正紹 は、1890年(明 治23年)11月28日 東京麹 町区紀尾井町 に生 まれた。1909年

(明治42年)、 工手学校建築科(第39回 生、夜間の学生)を 卒業す る。昼 は、大蔵省臨

時建築部 に勤務 した。大学か ら勤務先の大蔵省 まで、小林 は大熊喜邦(1877～1952)
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の薫 陶 を受 けた。代 表作 は、聖徳記念絵画館のほか、枢密 院(現 ・皇宮警察本 部)

1922年 、北海道拓殖銀行小樽支店(現 ・小樽 ホテル)1923年 これ は矢橋賢吉 と共 同、

堀 商店社屋(現 ・東京都新橋2丁 目)1932年 等があ る。

ところで、類洲 環氏 の論考 の中に興味深い下 りがある。それは、小林正紹の畢生の大

仕事は、国会議事堂ではないか、 とい う。その説明 に、長谷川発著 「日本 の建築[明 治大

正昭和]4議 事堂への系譜』の一文 を紹介 している。以下、その部分 を抜粋す る。

この問題 を解 くための ひとつの鍵 は、大正九年 四月に起工 され、大正十年九月 に完成 した 「枢

密 院庁舎」 のデザ イ ンにあ るように思われる。一見す ればそれ とわか る ように、枢密院の建物

は、 いわば後 の国会議事堂の外観 の 「ミニチュア」 といえるほ どエ クステ リア ・デザ イ ンが酷

似 している。枢密 院の建物の翼 をさらに横 に引 き伸 ば して、 中央玄 関ホールの上 の塔屋 をさ ら

に高 く持 ち上 げれば、その まま議事堂のデザイ ンになる。特 に車寄せ とその列柱 のあつか いや、

外壁面 の石積壁 と開口のプロポー シ ョンな どは、現在 の議事堂 の外部 デザ イ ンが、枢密院 にお

ける 「実験 」 の結果、決 定 された経緯 をはっ きり物語 ってい るように思 われる。(中 略)現 在

の国会議事 堂の外観 の決定 に、小 林正紹 とい うひ と りの建築 家の デザ イ ンが深 いかか わ りを

持 っていたか もしれない、 とい う推理 も成 り立 って くる。た しか に小林正紹の聖徳絵画館 コ ン
ユ　　

ぺの当選案 と枢密院、国会議事堂の間の外観デザインには共通するものが私には感 じられる。

小林正紹 とい う人物の建築の設計、デザイ ンの才能に驚か され るのであ る。

次 に、大正七年一 月十 日に発行 された 『聖徳 記念絡書館 並葬場殿趾記念建造物競技設計圖

集』(東 京牛込 ・洪洋社)に 、一等当選 となった小林正紹の聖徳記念絵画館 の詳細 な図面

が掲載 されてい るので見てみ よう。 なお、後半の写真 は、現在 の聖徳記念絵画館 の展示室

の光景 である。
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(ロ)図 面等 〔『聖徳記念絶「書館並葬場殿趾記念建造物競技設計圖集』(洪洋社 、1918.1.10)

より抜粋。〕

1竣 工せる聖徳記念絵画館

正面全景

鋤覇 醐桝 骨`・ 岬 噸 塑嬉醐 酔 ㌦ 戸賜 糟

2竣 工せる聖徳記念絵画館

斜面全景

正面前の景観

主要部詳細

3聖 徳記念絵画館及葬場殿趾記念建造物 正面透視図

一等 当選 小林正紹氏案
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4背 面透視図及敷地配置図

ノ ボ キドけのほド ィ じ

謬,1盤 押 　罐

5絵 画館詳細図
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6正 面 ・背面立図

7縦 ・横断面 図及側面立図
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8 主階平面図

9 地階平面図
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聖徳記念絵画館

正面

花嵩岩の外壁か ら壮麗 さが漂う。

1階 天井のデザイ ン

鉄筋混凝土の内側に鋼材で骨組 を作 り、金網張モルタル塗を施 し、さらにプラスター塗をする。

石膏にて彫刻類 を取 り付けて全面に塗料をほどこす。
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1階 中央大広間壁面

鞭

タイル張 、大理石張の豪華な壁 面、壮重 さか漂 う壁面 のデザ イン。

洋画室

頂光室、天井は宥隆状。
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日本画室

硝子天井か ら採光。

騨
1階 中央大広間天井部デザイン

欝1響霧鞘:
婦 ・1雛撫.著 、..越

大理石 張の壁面、石膏彫刻 が見 える。壮 麗なデ

き が

轟 獲
霧 囎 機

鮮 織
i

lご 鹸
'

/廟

4gr
己/
　 ヨ

灘.麓騨
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画題決定後、誰が、 どの画題の壁画 を担 当す るかが問題 となった。これには、黒 田清輝

(1866～1924、 東京美術学校西洋画科 の指導者、 白馬会結成、帝室技芸員、貴族 院議 員)

の発議で、専 門委員会 を組織 して対応す ることに した。そ して、 日本画の委員には、竹 内

栖鳳 、山元春挙、川合玉堂、下村観 山、小堀靹音、横 山大観 を推薦 し、西洋画の委員 には、

岡田三郎助、藤 島武二、和 田英作、長原孝太郎、中村不折、小林萬吾 を推薦 した。

大正12年(1923年)、9月15日 、 第1回 専門委 員会 を開催 し、絵画委員会規定 と壁画調
ユの

成委員会規定 を設けて、それぞれの委員 を任命 した。 第1回 専 門委員会の委員は次の とお

りであった。

檜書委員氏名

子爵

工學博士男爵

子爵

文學博士

文學博士

藤波言忠

古市公威

平山成信

黒田清輝

正木直彦

三上参次

萩野由之

水上浩躬

壁書調成委員氏名

川合芳三郎(玉 堂)

横山秀麿(大 観)

小堀靹音

竹内恒吉(栖 鳳)

山元金右衛門(春 學)

結城貞松(素 明)

鏑木健一(清 方)

平幅貞藏(百 穗)

吉川三郎(霊 華)

(以上 和書部)

岡田三郎助

和田英作
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中村不折

長原孝太郎

藤島武二

小林萬吾

(以上 洋書部)

この年の9月1日 に、関東大震災が勃発 していたが、それで も、12月7日 に第1回 壁画

調成委員会 を開催 した。そ して、画面の寸法は画一主義を採用す ることになった。

画題番号第1番 より第40番 までを 日本画、第41番 か ら第80番 まで を西洋画 と決定 したの
18)

である。 なお、絵画委員会規定 と壁画調成委員会規程は次の様であった。

檜書委員會規定

一、本會二給書委員會ヲ設々

二、本會二櫓壷委員會ハ給書館委員會及選書協議會 ノ事業ヲ纏承シ既定ノ豊題二捺 リテ壁書 ヲ

作成スルニ付必要ナルー切ノ事項 ヲ議定ス

三、総壷委員會ハ會長之ヲ召集ス

四、絡書委員會議長ハ理事長之二當ル理事長差支アル トキハ委員中ヨリ之二代ル

附則

五、給書館委員會及選壷協議會ハ 自今慶止ス

壁書調成委員會規定

一、本會二壁豊調成委員會ヲ設ク

ニ、壁書調成委員會ハ壁書ノ作成二關スル諸問題二付調査研究シ其決議 ヲ給書委員會二報告ス

三、壁壷調成委員ハ和洋書家中ヨリ推墾ス

四、壁書調成委員會ハ和洋壷委員ノ合同審議ヲ以テ本則 トス
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但必要二依 リ各別二審議スルコトアルベシ

五、壁書調成委員會ノ召集、議事整理、決議報告ハ黒田正木雨糟書委員ノ憺當 トス

六、會長ハ必要二鷹ジテ臨時委員ヲ囑託シ壁書調成委員會二出席 シテ議事二参加セシムルコト

アルベシ
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皿.聖 徳記念絵画館の壁画(画 題)の 解題 について

壁画の解題(解 説)に つ いては、す でに明治神宮外苑発行の図録 『明治神宮 聖徳記念

絵画館壁画EXPLANATORYNOTESONPICTURESINMEMORIALPICTURE

GALLERY,MEIJIJINGU』 に掲載 されているので、 ここでは、重要 と考え られる6枚 の

作 品につ いて引用掲載す るこ とに した。また、 『聖徳記念給 書館壁書集解読』 の乾 と坤 の

二冊 中にみえる図の説明文 を抜粋 して最後 に添付記載 した。

13番 江戸開城談判(江 戸城開け渡 しの会談)

明治元年3月 初め、大総督熾仁親王のひきいる官軍は江戸城にせまり総攻撃の態勢を整えま

したが、旧幕臣もこれを迎え討つ準備を着々と進めてお りました。幕軍の代表安房守勝義邦

(海舟)は これを憂え、戦いを起こさないよう努力、官軍の大総督参謀西郷吉之助(隆 盛)と

芝田町の鹿児島藩邸で会談 しました。この結果、江戸城の開け渡 しが決定し、江戸市民は戦
ユ　　

災 を免れ ることがで きま した。

時:明 治元年3月14日(1868年4月6日)

所:芝 田町 鹿児島藩邸(東 京)

奉納 者:侯 爵 西郷吉之助 伯爵 勝 精

画家:結 城素明

圖ハ、明治元年三月十四 日、芝田町ノ薩藩邸二於テ、大総督参謀西郷吉之助 ・勝義邦
20)

ト會見 ノ光景ナ リ。
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図版(番 号は画題番号を示す)
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13番 江戸開城談判(江 戸城開け渡 しの会談)

結城素明 作
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聖徳記念絵画館蔵
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40番 初 雁 の御 歌

皇后 は、天皇 とともに和歌 に秀で られ、ご在世 中、三萬首 に及ぶ和 歌をお詠み にな りま した。

明治11年 秋、天皇が北 陸地方 ご巡幸のお り、皇后 は、初雁の飛 ぶの をご覧にな り、次の和 歌
21)

をお詠みにな り、 はるか旅路 にある天皇 をお しのびにな りました。

「はつか りを まつ とはな しに この秋 は こしちの空の ながめ られつつ」

時:明 治11年9月26日(1878年)

所:赤 坂仮皇居

奉納者:明 治神宮奉賛会

画家:鏑 木清方

圖ハ、明治十一年九月、皇后宮、近侍ノ女官 ヲ随ヘサセラ レ、赤坂假皇居御苑 ヲ適遙
22)

ア ラセ ラル ・ノ光景 ナ リ。
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40番 初雁の御歌

鏑木清方 作

聖徳記念絵画館蔵
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47番 岩倉邸行幸(岩 倉具視を病床にお見舞)

岩倉具視は維新以来政府の要職にあって諸政の刷新に尽力した功臣でありますが、明治16年7月

19日、天皇は、病気のため重態 となった岩倉具視 を病床にお見舞いにな りました。具視は家

人に助けられて半身を起 し、寝具の上に袴 を置いて礼装に代 え、合掌して天皇をお迎えしま
23)

した。具視 はその翌 日の20日 に死去 しました。

時:明 治16年7月19日(1883年)

所:馬 場先 門内

奉納 者:東 京商業会議所

画家:北 蓮蔵

圖ハ、明治十六年七 月十九 日、車駕、右大 臣岩倉具覗 ノ馬場先門内ノ第二幸 シ、其ノ
24)

褥室二臨 ミテ、親シク病患 ヲ問ハ セ タマフノ光景ナ リ。
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51番 憲法発布式

明治22年2月11日(紀 元節 の 日)に 新 しく竣功 した皇居正殿で憲法発布式が行 われ ました。

この 日、天皇は、皇族 ・大 臣以下 を随之宮中三殿(賢 所、皇霊殿、神殿)を 拝 し憲法発布 ・

皇室典範制定 をご奉告 のあ と憲法発布式 にお出 ましにな り、お言葉 をた まわ り、憲法 を首相

　ら　

黒 田清隆 にお渡 しにな りました。 この式典 には皇后 も御列席 にな りました。

時:明 治22年2月11日(1889年)

所:宮 城 正殿

奉納者:公 爵 島津忠重

画家:和 田英作

圖ハ、明治二十二年二月十一 日、天皇、正殿 二出御、憲法獲布式 ヲ行ハ セラレ、憲法
26)

ヲ内閣総理大臣黒田清隆二授 ケ給 フノ光景ナ リ。
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51番 憲法発布式

和田英作 筆

聖徳記念絵画館蔵
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71番 日露役 日本海海戦(日 本海軍の大勝利)

明治38年5月27日 、連合艦隊司令長官東郷平八郎の指揮する日本海軍は、ロシアのバルチッ

ク艦隊を日本海に迎えてこれを撃砕 し、戦史に輝 く大勝利を収めました。このとき、旗艦三

笠のマス トに 「皇国の興廃この一戦にあり各員一層奮励努力せよ」の信号旗が掲げられたこ
27)

とは有名 な話です 。

時:明 治38年5月27日(1905年)

所:日 本海

奉納者:日 本郵船株式会社

画家:中 村不折

圖ハ、明治三十八年五月二十七 日、我 ガ聯合艦隊旗艦三笠、諸艦 ヲ;;ヰ テ、敵艦隊 ト
28)

日本海 二砲 火 ヲ交 フルノ光景ナ リ。
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71番 日露役 日本海海戦(日 本海軍の大勝利)

中村不折 作

聖徳記念絵画館蔵
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80番 大葬(御 葬儀)

天皇の御 葬儀 は、大正元年(1912年)9月13日 、東京青 山葬場殿(現 在 の絵画館北側)で 行

われ、 ご追号 を 「明治天皇」 と申 し上げるこ とにな りました。御 陵は、御遺志 によ り京都市

南郊の伏 見桃 山 と定 め られ、翌14日 、御霊枢 を京都 にご移送、霧 雨の降る中で御埋 葬の儀が

29)

行われ ました。御 陵名 は、伏見桃 山陵 と申 します。

時:大 正元年9月14日(1912年)

所:伏 見桃 山(京 都)

奉納者:明 治神宮奉 賛会

画家:和 田三造

圖ハ 、大 正 元年 九 月 十 四 日夕、 細 雨罪 々 タル 間 ヲ、p_pR枢山陵 二 向ハ セ ラルル ノ光 景 ナ
30)

リ 。
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和田三造 作

聖徳記念絵画館蔵
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終章

司馬遼太郎 の小説 『坂の上の雲』は、明治 に青春時代 をお くった正 岡子規、秋 山好古、

秋山真之 を中心 に、 日清、 日露の戦い を通 した 日本の世相が描 かれた名作 である。第6部

の 「雨の坂」 の章 に、連合艦隊司令長官東郷平八郎の参謀で且つ文章家の秋 山真之の書い

た 日本海海戦の 「戦闘詳報」冒頭文が引用 されている。

よ

天佑 ト神助二由 リ、我 力聯 合艦隊ハ五 月二 十七八 日、敵 ノ第二、第三聯合艦 隊 ト日本海二戦 ヒ

ほとん 　

テ、遂二殆 ト之 ヲ撃滅 スル コ トヲ得 タリ

明治38年 、(1905年)5月27日 、昼 す ぎ、 日本海海戦が は じまった。 この戦 で圧倒 的勝

利 を収 めた東郷が横浜 に凱旋 した時、旗艦三笠の司令 長官室 に様 々な国の新 聞記者が来て

質問 し勝利 の理由 を聞こうとした。そ の答えはいつ も 「陛 下が、ロシヤの艦 隊を日本海に
32)

入れてはな らぬ と御命令遊 ばされたか らだ。」 と言 うのみであった とい う。

この様な強い影響力 を有 した明治天皇 とは一体 どういう存在 の御方で、 どの様な御事績

をつ まれたのか誰 で も大いに興味 をもつであろ う。

現在、代 々木にある聖徳記念絵画館 の壁画にその総ての解答が描かれている。真 に、天

祐 と神助 の具現 した存在 であったのであろうと思われ る。 困迷す る現代社会 に生 きる我 々

に とって、 この聖徳記念絵 画館の存在 は、本 当に意義ある存在 と思われるのである。

目に見えぬ神 にむかひてはちざる1ま 人の心の まこ とな りけ り(明 治天皇御製34)

みがかず ば玉の光はいで ざらむ 人のこころもか くあ るらし(昭 憲皇太后御歌)
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